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Sampleセミナ全体の流れ
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「Part 2 応用編」では
この部分を扱います．



Sample計算プログラムの流れ
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Sample平均，分散，標準偏差
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入手したデータの傾向を1つの値で表したものを「代表値」（representative value）という．
代表値の中でよく使われるものとして「平均」，「分散」，「標準偏差」がある．

●平均 （mean）

●分散 （variance）

●標準偏差 （standard deviation）
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全データの合計値をデータの個数で割り算したもの． いわゆる「真ん中の値」．

全データの「平均との差の2乗」を合計し，個数で割り算したもの．いわゆる「データのばらつき」．

分散の平方根をとったもの．
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Sample“numpy”を使って固有値を求める
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values, vectors = numpy.linalg.eig( matrix )

固有値・固有ベクトルを求める行列固有ベクトルの配列固有値の配列

固有ベクトルは縦方向に並んでいる （列ベクトル）

numpyの行列（array）は “array [行の範囲, 列の範囲]” でアクセスできる．
（例） 2次元配列“vectors”の「1列目」（0列目）を取得するには，“vectors[:, 0]” と記述する．


